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‒Ψϥεൣࣄғ
サスϖンυ用ガラス・Ϋランプۚ・όοΫΞοプ

。ࡐシーϦング・ࡐ

、ਤ（P.1��）においてࢹಁߏ ృりの෦は

ガラス工事ൣғからআきます。

‒ઃجܭ४
1 ᷯମڧ

ガラスを্෦ᷯମにԼ͛るため、ߏ設計࣌にお

いてガラスॏྔとమۚࠎॏྔをྀしてください。

特にΩϟンςΟレόーߏやେスパンߏの合は

注意が必ཁです。

・ᷯ ମߏʜʜʜڐ༰たわみ�mm

・ガラスॏྔ

サスペンドスクリーンは大板ガラスをಛघな金
で下げ、ΏがΈのない大きな開ޱ部をߏ成す
るガラススクリーンです。ࣗ ॏによるたΘΈをな
くし、ඒしい֎؍とಉ時に҆全ੑも֬อした空間
をります。

‒ಛɹ
1 ඒしい֎؍

サスϖンυߏػによりガラス本དྷの光ֶత性能がे

ൃشされ、ඒしいಁ૾ࢹや反射૾がಘられます。

2 େ͖な։ޱ෦

スςΟϑφーにガラスを用いると全ಁࢹのେきな

։ޱ෦がಘられます。さらにେ板らんまガラスをサ

スϖンυにすると、Φールガラスで։ดػ能をͭ࣋

େ։ޱ෦がಘられます。

˞らんまガラスにご使用の際は、ສҰの破損にͦな

え、ඈࢄ防止ϑΟルϜをషし、ࣗॏडけۚをซ

用するなどのམԼ防止ରࡦをおとりください。

‒ద༻ج४
1 Ψϥεߴさ

光ֶత性能および施工性をߟえ、Լ表をج४としま

す。

2 ͦのଞ

・େ板ガラスで光ֶత性能をॏࢹする合。

・ガラスॏྔをԼにෛՙできない合。

・మۚࠎॏྔʜ�00//mʨ�0LgG/mʩ

2 ఱҪ内εϖーε

板ガラスの্෦にԼ͛用Ϋランプۚऔりけの

ため、ఱҪにߴさ��0mmҎ্のスϖースが必ཁ

です。これҎԼの合は特別のྀを必ཁとします。

� ఱҪ෦ߏ

施工্、ৼれ止めۚ・ఱҪ෦サοシ、およびఱҪ

はガラス໘から֎�00mmఔ度のൣғはࡐ্

औり֎しՄ能とします。

� αογߏ

߶ɹ性

・֤෦サοシには耐風圧性能্のࢧোがないように

してください。

・サοシスΫϦーンの合、ۚଐ方ཱのたわみは風

圧ෛՙ1/200࣌ҎԼとしてください。

ɹߏ

・ガラスߏが୯૭またはೋ連૭の合、施工্ॎ

方サοシはԡԑとしてください。

� Ψϥε品छ

໘ガラスŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋްさ����ミϦҎ্

スςΟϑφーガラスŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ ްさ12ミϦҎ্

とし、かͭ耐風圧性能্ࢧোのないガラスްさ、お

よびスςΟϑφーガラス෯としてください。

˞ෳガラスはご使用になれません。

� Ϋϥϯϓۚ

Լ͛用Ϋランプۚは、ガラスॏྔにより使いけ

てください。

ガラスॏྔが�000/ʨ�00LgGʩをえる合は、

特製Ϋランプを使用してください。

� γーϦϯグࡐ

・໘ガラスと໘ガラスのಥきけおよびガラス

とサοシؒʗシϦίーンܥシーϦングࡐ

・໘ガラスとスςΟϑφーガラスのಥき合わせ

ʗߴϞδュラスまたはதϞδュラスシϦίーンܥ

シーϦングࡐ

� εςΟϑφーと্Լ෦ݻఆࡐ

スςΟϑφーガラスの্Լ෦はݻ定ࡐ（&P%.耐

シϦίーンタΠプ・ߗ度90 ま˃たは、ϙϦカーϘωー

τथࢷʴ&P%.耐シϦίーンタΠプシーτ・ߗ度

90 ）˃で࣋ࢧしてください。

●ガラススティフナースクリーン

●サスペンドサッシスクリーン

●サスペンドスティフナースクリーン

〈両側スティフナータイプ〉

〈片側スティフナータイプ〉

ｐ193-2

‒େ板ΨϥεΛओͱͨ͠։ޱ෦ߏ

ガラス高さ

4m未満

4～6m

6m以上

サスペンド工法の適用

不要

要・不要　どちらでも可

要

8
10
12
15
19

20.0
25.0
30.0
37.5
47.5

呼び厚さ（ミリ）

ガラス比重2.5
重　　量

※重さは1㎡あたりの重量です。

kgfN
196
245
294
368
466 S S S W W

2,000N
｛200kgf｝
 以下

S : シングルクランプ　W : ダブルクランプ

4,000N
｛400kgf｝
 以下

7,000N
｛700kgf｝
 以下

େ൘ガラス։ޱ෦

αスペンυスΫリーン
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‒ඞཁਫ਼ͱ֤෦ೲ·Γ
໘ガラスとスςΟϑφーガラスがಀ͛の少ないಥき

合わせとなるため、্Լ෦のサοシはߴいਫ਼度が

必ཁです。

1 αογਫ਼

2 ੑ

・最෦のガラスは、֤ガラスのせり合いによって

มҐがूதしやすいので、ଆ෦サοシはਂߔさをେ

きくとり、ेなΤοδΫϦΞランスを確保してく

ださい。

・ίーφー෦はۚଐ方ཱを設ける方法が耐্༏れ

ています。また、ガラスをಥき合わせとする際は、

ガラスとサοシؒに&P%.耐シϦίーンタΠプを

ૠೖし、さらに໘ガラスと໘ガラスのಥき合わせ

෯を10ʙ1�mmఔ度としてください（ಥき合

わせは耐性をྀߟし、தϞδュラスఔ度のシ

ϦίーンܥシーϦングࡐをਪします）。

・スςΟϑφーガラスは໘ガラスとのシϦίーン

෯を10ʙ1�mmఔ度確保し、さらに্Լサο

シのߔ෯を͛てガラス・サοシؒ෯を10ʙ

12mmఔ度にすると耐性্に༗ޮです。

：ઃܭに関しては事前にごݕ౼ください。

b
a

c

194-1

■標準構造

面ガラス

スティフナーガラス

面ガラス

スティフナーガラス
スティフナーガラス

245

28
0

245 365 365

28
0

シングルクランプ ダブルクランプ

95 28
0

面ガラス

‒ඪ४ߏ

　

 a 上下サッシ枠通り心

 b スティフナー枠間隔

 c 上下サッシ間隔

許容誤差（mm）

±3

±2

±5

各　　部　　位

2 ֤෦のೲまΓ

ඪ४ߏ、または建築に合わせて、ฐࣾがࣔすߏ

のೲまりとなっていることが必ཁです。

‒෩ѹɾੑ
1 ෩ѹੑ

Ұൠの࢛पサοシ૭とಉ༷、スςΟϑφーガラスは

༗ޮな࣋ࢧとしてಇきます。

・スςΟϑφーガラス෯は計ࢉまたは表によりٻめ

てください。

・໘ガラス・スςΟϑφーガラスの্෦は্෦サο

シとৼれ止めۚで、Լ෦はԼ෦サοシで強ݻ

に࣋ࢧします。

・スςΟϑφーガラスの্Լ෦はݻ定ࡐ（&P%.

耐シϦίーンタΠプ・ߗ度90 ま˃たは、ϙϦカーϘωー

τथࢷʴ&P%.耐シϦίーンタΠプシーτ・ߗ度

90˃）で࣋ࢧしてください。

：シリコーンܥシーリングࡐがϙイントになりますので、બ
定にあたってはモデϡラス・ੑٱなどごྀください。
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1 ্෦ߏ

ϒラέοτ
・ᷯ ମ（ྊなど）と্෦ۚ࣋ࢧを強ݻに合するۚ
・�ᷯ ମのྊԼからఱҪ໘までのִؒはछ々異なるため、ִؒ
に合ったܗঢ়のۚを使用してください。
・�板ガラス・্ ෦ۚ࣋ࢧなどをԼ͛るため、߶性のߴい߯
。を使用してくださいࡐ
・�औりけҐஔのඪ४はΫランプۚ৺からシングルΫランプ
の合2�0mm、μϒルΫランプの合120mmとします。
্෦ۚ࣋ࢧ
・ΫランプۚでガラスをԼ͛るためのओߏࡐ。
・Ϋランプۚऔりけ৺に （݀�0ʷ�0）が必ཁです。
Ϋランプۚ
・�ガラスをԼ͛るߏػのۚで、όοέンۚをॴ定のτ
ルΫ1�/ŋ ʨ̼1�0LgGŋcmʩでకめͭけてください。
・�ϒレονΣンۚとガラスは、特घガラスϘンυにより
ணしてあります。
・�ガラスॏྔによりシングルΫランプまたは、μϒルΫラン
プを用いてください。
ৼれ止めۚ
・�風圧ྗにରしてガラス্ลを࣋ࢧするためにेな߶性が
必ཁです。特にスςΟϑφーガラスのখޱ໘にたる෦
は注意が必ཁです。
・ガラス施工্、औり֎しՄ能とします。
・ガラスとサοシの෯を10mmҎ্とします。
・�スςΟϑφーガラス෦はݻ定ࡐ（&P%.耐シϦίーンタ
Πプ・ߗ度90˃または、ϙϦカーϘωーτथࢷʴ&P%.耐
シϦίーンタΠプシーτ・ߗ度90˃）で࣋ࢧしてください。�
スςΟϑφーガラスのかかりしΖは設計風圧ྗによってੜ
じる反ྗにԠじてܾ定します。最でも20mmҎ্または
板ްの1.�ഒとします。

2 Ψϥε෦ߏ

໘ガラスおよびスςΟϑφーガラスの෯は耐設計に
よってܾ定してください。

໘ガラス
・�ް さ�ʙ19ミϦ、必ཁな耐風圧ྗをͭ࣋ものとしてください。
・�໘ガラス૬ޓのಥきけ෯はスςΟϑφーガラスのް
さによります。
スςΟϑφーガラス
・�ް さ12ʙ19ミϦ、必ཁな耐風圧ྗをͭ࣋෯としてくださ
い（໘ガラスのスςΟϑφーガラスのかかりしΖをྀߟし、
スςΟϑφーガラスは1�ミϦҎ্のްさをਪします）。
・��໘ガラスとスςΟϑφーガラスのಥき合わせ෯は10
ʙ1�mmఔ度としてください。

� ଆ໘ߏ

ଆ໘サοシ
・サοシਂߔさ��mmҎ্
・ガラスかかりしΖは20mmҎ্または板ްの1.�ഒとします。
・ガラスとサοシの෯は10mmҎ্とします。
・ガラス施工্、ԡԑをཁする合があります。

� Լ෦ߏ

Լ෦サοシ
・サοシਂߔさඪ४�0mm
・�໘ガラスかかりしΖは20mmҎ্または板ްの1.�ഒとし
ます。
・ガラスとサοシの෯は10mmҎ্とします。
・�スςΟϑφーガラスの෦はݻ定ࡐ（&P%.耐シϦίーンタΠ
プ・ߗ度90˃または、ϙϦカーϘωーτथࢷʴ&P%.耐シϦίー
ンタΠプシーτ・ߗ度90˃）で࣋ࢧしてください。スςΟϑφーガ
ラスのかかりしΖは設計風圧ྗによってੜじる反ྗにԠじてܾ
定します。最でも20mmҎ্または板ްの1.�ഒとします。
・�サοシߏにはສҰのམԼ࣌の破損防止のため、ηοςΟン
グϒロοΫをೖれてください。

バックアップ材
シリコーン系
シーリング材

ブラケット

面ガラス

下部サッシ

125

L-90×90×10

上部支持金物

L-75×75×9

クランプ金物

スティフナーガラス

    -200×90×8×13.5280
(330)

1020

20

10

243

363

145L-90×90×10

95(125)
15

5020
30

3
3

10
10

バックアップ材
EPDM耐シリコーンタイプ

シリコーン系シーリング材

バッケン金物
ブレッチェン

シリコーン系シーリング材

10

L-75×75×9 振れ止め金物

L-75×75×9
（取り外し可能）

■構造透視（参考図） ※　　 部分は、ガラス工事範囲から除きます。
※ 風荷重等、外力を考慮して部材断面をご検討ください。
※シーリング材
・面ガラスと面ガラスの突き付け目地およびガラスとサッシ間目地／シリ
コーン系シーリング材

・面ガラスとスティフナーガラスの突き合わせ目地／高モジュラスまたは
中モジュラスシリコーン系シーリング材

※上部構造の部材間の取付けは高力ボルトをおすすめします。
※ (  )内寸法は特製クランプの場合を示します。
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‒͝ҙ
スςΟϑφーガラス෦のシールࡐにສҰܽؕがੜじ

た合、ガラスはೋล࣋ࢧঢ়ଶとなり耐風圧強度が

いॴでߴ度にԼします。したがって風圧ྗのۃ

の使用はආけて֊でご使用ください。

20mmまたは
板厚の1.5倍以上>25

>1
0

>1
0

>45

面ガラス

シリコーン系
シーリング材

バックアップ材

面ガラス

面ガラス間突き付け目地：
シリコーン系シーリング材

EPDM-S（90°）
またはポリカーボネート樹脂＋
EPDM-Sゴムシート（90°）

>1
0

>1
0

>2
0

セッティング
ブロック

>
5
0

シリコーン系
シーリング材

バックアップ材

>10>10

シリコーン系
シーリング材

バックアップ材

>10>10

天井

EPDM-S

 シリコーン系
 シーリング材
（中モジュラス）

>10

10
～
15

>10

>
6

スティフナーガラス
面ガラスとスティフナーガラスの
突き合わせ目地：
シリコーン系シーリング材
（高モジュラスまたは中モジュラス）

10
～
15

>10 >10

>1
0

>1
0

10
～
15

●側面サッシ部 ●スティフナーガラス部 ●上下サッシ部●コーナー部

‒෯ɾ֤ ෦ߏ
本建築ֶձの+"441�（ガラス工事）�.�.1�ࣗ

法に४じߏガラススΫϦーンܕおよびԼ͛ܕཱ

た༷、または、ガラス方ཱߏ法技術ࢦ（Ҋ）に४

じた設計としてください。

‒εςΟϑφʔΨϥε
サスϖンυスςΟϑφースΫϦーン・ガラススςΟ

ϑφースΫϦーンにおいては、スςΟϑφーガラス

が風圧ՙॏを࣋ࢧするॏཁな割をՌたしています。

このため、設計風圧ྗは板ガラスの耐風圧設計の方

法˞にैい、建ج४ߴさ)とガラス্ߴさ;に

よりࢉ定してください。໘ガラスの板ްにͭいては

板ガラスの耐風圧設計の方法˞にैってࢉ定してく

ださい。また、スςΟϑφーガラス෯はԼهのࣜを

用いてࢉ定してください。

※ 板ガラスの෩ѹઃܭのํ๏にͭいては、ガラスࡐݐ૯合
Χタログ「ٕज़ࢿྉฤ」の5�板ガラスのڧと҆全をご
。রくださいࢀ

■両側スティフナータイプ ■片側スティフナータイプ

＊設計風圧力の単位は、 N/m2ですが、スティフナーガラス幅の
　算定に用いる単位は、N/cm2ですので、ご注意ください。

　また、この計算式の中では、W（cm）を面ガラス見付幅とし、
　設計風圧力をP（N/cm2）としていますので、ご注意ください。

N/cm2＝ N/m
2

10000

　 : スティフナーガラス1枚あたりの幅   cm　　

t   : スティフナーガラス厚さ            　 cm

}ab P : 設計風圧力　         N/cm2＊

 h : 面ガラス見付高さ     cm
W: 面ガラス見付幅＊     cm

h≧Wの場合

a＝ （3h2－W2）WP
14400t

W W

a

a

　
（
ガ
ラ
ス
上
端
高
さ
）

Z

b＝ （3h2－W2）WP
7200t

h≧Wの場合

W W

b

　
（
ガ
ラ
ス
上
端
高
さ
）

Z

h
（
面
ガ
ラ
ス
見
付
高
さ
）

h
（
面
ガ
ラ
ス
見
付
高
さ
）

h＜Wの場合

a＝ Ｐh3
7200t

W W

a
a

　
（
ガ
ラ
ス
上
端
高
さ
）

Z

h
（
面
ガ
ラ
ス
見
付
高
さ
）

b＝ Ｐh3
3600t

h＜Wの場合

W W

b

　
（
ガ
ラ
ス
上
端
高
さ
）

Z
h
（
面
ガ
ラ
ス
見
付
高
さ
）

※設計風圧力は建築基準法第1458号（平成12年6月1日施行）による。
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真
空
ガ
ラ
ス

複
層
ガ
ラ
ス

防
耐
火
ガ
ラ
ス

防
災
・
防
犯

ガ
ラ
ス

合
わ
せ
ガ
ラ
ス

特
殊

機
能
ガ
ラ
ス

強
化
・
倍
強
度

ガ
ラ
ス

熱
吸
・
熱
線
反
射

ガ
ラ
ス

板
ガ
ラ
ス

装
飾
ガ
ラ
ス

鏡
・

カ
ラ
ー
ガ
ラ
ス

板
ガ
ラ
ス
応
用

製
品
及
び
施
工
法

設
計
・
施
工
・

使
用
上
の
ご
注
意

製
品
一
覧

板
ガ
ラ
ス
の

光
学
的
性
能
・
熱
的
性
能

˔日本ੜؙ໋の内ガーデンタϫー（東京）
　ઃܭ：日ݐઃܭ
業ମا事共ಉઃݐ日本ੜ໋大ख町ビル：ࢪ　
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